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始めた当初は「正確に説明すること」に気が向いてしまいがちであったが、 4年目の現在は
「どのようにしたら来場者に楽しんでいただけるか」を念頭において準備に取り組んでいる。
その根底にあるのは、来てくださった方に気持ちよく過ごしてもらいたいという思いであり、
日頃のデスク活動時の考えに通じるものがあると言えるだろう。
4 ．おわりに
　以上が 4年間の活動の概要である。本稿の執筆者は第 2期目のスタッフであるため、発足当
初の活動について、詳細な報告に至らなかったことが悔やまれる。しかしながら、図書活ス
タッフが先に述べたような活動を続けて来ることができたのは、図書活スタッフを発足させた
先輩方のお陰であり、第 1期目の先輩方の努力や行動力の偉大さは、ここに特筆しておきたい。
また、本稿には不十分な点が多々あるかと思われるが、何卒ご容赦いただきたい。それらは図
書活スタッフの伸びしろと捉えて、是非ともご指導ご鞭撻いただけると幸いである。
5．謝　　　辞
　私たち図書活スタッフは、POP作成、学生選書ツアー、トークイベントの開催など、先に述
べた以外にも数多くの活動に取り組んでおります。しかしそれらの活動の背景には、図書課の
職員の皆さんや図書館カウンタースタッフの皆さん、司書課程の先生方をはじめ、沢山の方々
の支えがあります。この度、こうして図書活スタッフの活動史を残せたことは、ひとえに本学
司書課程の山中先生のご厚意のお陰であり、執筆に際してご協力くださったすべての方々に心
より感謝申し上げます。未だ組織として至らない点も多いかと思いますので、本学の諸先生方
及び職員の皆さまには、今後もご指導賜りたく存じます。また私たち図書活スタッフは、そう
した恵まれた活動環境に感謝するとともに、現状に満足することなく、今後もさらに飛躍して
いきたいと思います。
　最後に、拙稿ではございますが、本稿の存在が図書活スタッフ発展の足がかりになれば幸い
です。私たちが活躍することで、図書館が明るくなりますように。
